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本
書
の
著
者
で
あ
る
早
坂
眞
理
は
、
本
邦
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

近
代
史
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
多
数
の
論
文
や

著
書
を
発
表
し
て
き
た
。
本
書
は
そ
の
な
か
で
も
、
と
く
に
比
較

的
初
期
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
ア
ダ
ム
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
公

（
一
七
七
〇
～
一
八
六
一
、
以
下
ア
ダ
ム
公
）
を
中
心
と
す
る
亡
命

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
の
思
想
と
行
動
に
か
ん
す
る
論
考
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
著
者
は
二
〇
一
三
年
に
『
ベ
ラ
ル
ー
シ
―
―
境
界
領

域
の
歴
史
学
』、
ま
た
二
〇
一
七
年
に
『
リ
ト
ア
ニ
ア
―
―
歴
史
的

伝
統
と
国
民
形
成
の
狭
間
』（
い
ず
れ
も
彩
流
社
）
と
い
う
大
著
を

た
て
続
け
に
刊
行
し
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
れ
ら
に
続
く
も
の
で
、

著
者
の
豊
か
な
研
究
成
果
の
集
大
成
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
著
作

で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
邦
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

史
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
の
な
か
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
で

あ
ろ
う
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
研
究
者

で
あ
る
福
元
健
之
が
専
門
的
見
地
か
ら
詳
細
に
論
じ
て
い
る
（『
史

林
』
一
〇
三
巻
二
号
）。
こ
れ
に
た
い
し
て
評
者
は
、
近
代
東
欧
史

の
研
究
に
従
事
し
て
は
い
る
も
の
の
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
の
専
門
家
で

は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
の
記
述
に
お
け
る
事
実
関
係
の
子
細
な

検
証
や
解
釈
の
評
価
に
踏
み
込
む
こ
と
は
、
評
者
の
能
力
の
到
底
及

ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本
書
を
構
成
す
る
各

章
の
内
容
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
チ
ャ
ル
ト

リ
ス
キ
派
の
国
家
構
想
を
著
者
が
取
り
上
げ
た
意
義
に
つ
い
て
、
評

者
な
り
の
考
え
を
最
後
に
述
べ
て
み
た
い
。

　
序
章
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
を
め
ぐ
る
歴
史
空
間
」
で
は
、
本
書
の

扱
う
範
囲
が
一
八
世
紀
末
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
分
割
か
ら
一
八
四
八
年
革

命
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
を
経
て
一
八
六
三
年
の
一
月
蜂
起
ま
で
の
時
期

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
本
書
の
主
要
な
テ
ー
マ
が
、
ア
ダ
ム
公
を
中
心

と
す
る
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
グ
ル
ー
プ
「
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
」
の

立
憲
君
主
主
義
政
治
論
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
著
者
は
、
当
初

は
分
割
勢
力
の
一
つ
で
あ
る
ロ
シ
ア
に
協
力
す
る
立
場
を
取
り
な
が

ら
も
、一
八
三
〇
年
の
一
一
月
蜂
起
失
敗
を
契
機
に
パ
リ
に
亡
命
し
、

同
地
に
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
独
立
回
復
を
目
指
す
運
動
を
指
導
し
た
ア

ダ
ム
公
に
つ
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
近
代
史
の
「
扇
の
要
」
に
位
置
す

る
存
在
で
あ
る
と
み
な
す
。著
者
に
よ
れ
ば
、社
会
主
義
時
代
の
ポ
ー

書
　
評

早
坂
眞
理 
著

『
近
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
固
有
性
と
普
遍
性
―
―

　
　
　
　
　
　
　
跛
行
す
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
』

（
彩
流
社
、
二
〇
一
九
年
）

井
出
　
　
匠
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ラ
ン
ド
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
は
、
ス
ラ
ヴ
的
な
農
村
共
同
体
に
由

来
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
自
の
国
制
と
み
な
さ
れ
た
シ
ュ
ラ
フ
タ
（
士

族
）
共
和
政
を
理
想
化
す
る
、
共
和
主
義
史
観
が
正
統
と
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
著
者
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
学
会
が
徐
々

に
自
由
化
し
て
い
っ
た
一
九
六
八
年
以
降
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
の
立
憲
君
主
政
論
に
光
を
当
て
、
亡
命

者
を
中
心
と
す
る
分
割
時
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
近
代
史
を
読
み
直
す
こ

と
を
本
書
の
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
序
章
で
示
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
近
代
史
の
解
釈
を
め
ぐ
る
問
題

は
、
第
二
章
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
歴
史
思
想
史
に
お
け
る
楽
観
論
と
悲
観

輪
」
に
お
い
て
、
史
学
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
よ
り
詳
細
に
跡
づ
け

ら
れ
る
。
著
者
が
紹
介
す
る
諸
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
月
蜂
起
後
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
史
叙
述
に
お
い
て
、
対
立
す
る
二
つ
の
歴
史
観
が
確
立

し
た
。
す
な
わ
ち
、
分
割
に
よ
る
国
家
消
滅
の
要
因
を
外
国
勢
力
の

侵
略
行
為
に
求
め
、
独
立
回
復
の
た
め
の
武
装
蜂
起
の
意
義
を
強
調

す
る
「
楽
観
論
」
と
、
国
内
の
混
乱
状
態
こ
そ
が
外
部
の
侵
略
を
招

い
た
と
し
、
蜂
起
路
線
に
よ
る
国
家
再
建
の
断
念
と
分
割
支
配
下
に

お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
自
己
改
革
を
求
め
る
「
悲
観
論
」
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
前
者
の
系
譜
は
、
シ
ュ
ラ
フ
タ
共
和
政
を
高
く
評
価

す
る
ロ
マ
ン
主
義
時
代
の
歴
史
家
ヨ
ア
ヒ
ム
・
レ
レ
ー
ヴ
ェ
ル
の
共

和
主
義
史
観
に
起
源
を
も
ち
、
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
亡
命
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
民
衆
派
共
和
派
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

浸
透
し
た
。
そ
し
て
一
九
世
紀
末
に
は
、
悲
観
論
を
批
判
す
る
ワ
ル

シ
ャ
ワ
歴
史
学
派
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
後
者

の
系
譜
は
、
啓
蒙
主
義
時
代
の
ア
ダ
ム
・
ナ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
に
由
来

す
る
君
主
政
史
観
を
そ
の
特
徴
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
ラ

フ
タ
共
和
政
が
も
た
ら
し
た
無
政
府
状
態
や
排
外
思
想
を
批
判
し
、

西
欧
的
な
立
憲
君
主
が
主
導
す
る
上
か
ら
の
改
革
を
支
持
す
る
立
場

で
あ
る
。
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
な
か
で
は
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
が

こ
の
系
譜
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
、
や
が
て
一
月
蜂
起
の
敗
北
後
に

は
ク
ラ
ク
フ
歴
史
学
派
を
形
成
し
た
。
同
学
派
の
悲
観
論
＝
君
主
政

史
観
は
、
楽
観
論
＝
共
和
主
義
史
観
に
立
つ
ワ
ル
シ
ャ
ワ
歴
史
学
派

の
挑
戦
を
受
け
た
が
、
独
立
回
復
後
の
大
戦
間
期
に
は
権
威
主
義
体

制
の
下
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
学
の
主
流
の
座
を
占
め
た
。
し
か
し
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
社
会
主
義
時
代
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
君
主

政
史
観
は
そ
の
克
服
を
目
指
す
共
和
主
義
史
観
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ

た
。
た
だ
し
こ
の
両
者
は
と
も
に
、
各
時
代
の
政
治
状
況
に
お
け
る

論
者
の
立
場
や
志
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
点
で
、
同
質
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
著
者
が
目
標
と
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
政
治

的
傾
向
性
か
ら
自
由
な
立
場
か
ら
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
の
立
憲
的

君
主
政
論
を
捉
え
直
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
第
三
章
「
ア
ダ
ム
・
イ
ェ
ジ
ィ
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
公
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
構
想
」
で
は
、
一
一
月
蜂
起
以
前
の
ア
ダ
ム
公
の
国
家
構
想
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
。
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
で
分
割
後
に
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
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早
坂
眞
理 

著
『
近
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
固
有
性
と
普
遍
性
―
跛
行
す
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
』（
井
出
）

た
リ
ト
ア
ニ
ア
の
大
貴
族
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
家
の
出
身
で
あ
る
ア
ダ

ム
公
は
、
若
い
頃
に
は
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
重
用

さ
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
期
に
は
事
実
上
の
外
務
大
臣
と
し
て
、
流

動
的
な
国
際
情
勢
に
対
処
す
る
重
責
を
担
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

そ
の
立
場
は
親
ロ
シ
ア
的
で
あ
り
、
当
初
は
ロ
シ
ア
皇
帝
を
君
主
に

仰
ぐ
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
の
連
邦
国
家
を
構
想
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
分
割
勢
力
の
一
つ
で
あ
る
ロ
シ
ア
に
働
き
か
け
、
そ
の
承

認
の
も
と
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一
定
の
自
立
性
を
確
保
す
る
、
と
い
う

の
が
当
時
の
ア
ダ
ム
公
の
基
本
路
線
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
後
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
下
で
ロ
シ
ア
保
護
下
の
同
君
連
合
と
し
て
成

立
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
は
、
形
式
的
に
は
独
自
の
憲
法
と
議
会
を

有
す
る
主
権
国
家
で
あ
っ
た
も
の
の
、
実
質
的
に
は
皇
帝
の
専
制
政

治
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
と
く
に
、
専
制
志
向
の
強
い
ニ
コ

ラ
イ
一
世
の
即
位
後
に
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
こ
れ
に
反
発

す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
軍
人
や
愛
国
者
に
よ
る
蜂
起
が
一
八
三
〇
年

一
一
月
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
発
生
し
た
。
ア
ダ
ム
公
は
、
そ
の
さ
い
に

樹
立
さ
れ
た
国
民
政
府
の
首
班
に
就
任
し
た
が
、
や
が
て
ロ
シ
ア
軍

に
よ
っ
て
蜂
起
が
鎮
圧
さ
れ
る
と
国
外
に
亡
命
し
た
。

　
ア
ダ
ム
公
を
は
じ
め
、
一
一
月
蜂
起
に
参
加
し
た
一
万
人
も
の

人
々
が
亡
命
し
た
七
月
王
政
下
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政

治
的
独
立
の
回
復
を
目
指
す
運
動
の
中
心
地
と
な
っ
た
。第
四
章「
大

亡
命
：
対
決
の
時
代
―
―
ア
ダ
ム
・
イ
ェ
ジ
ィ
・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ

公
vs
ニ
コ
ラ
イ
一
世
」
で
は
、
こ
の
亡
命
者
集
団
（
大
亡
命
）
の
動

向
が
跡
づ
け
ら
れ
る
。
か
れ
ら
の
内
部
に
は
、
二
つ
の
異
な
る
政
治

路
線
が
存
在
し
た
。
啓
蒙
主
義
的
な
大
貴
族
層
を
支
持
基
盤
と
す
る

ア
ダ
ム
公
を
領
袖
と
仰
ぐ
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
は
、
立
憲
君
主
政
を

志
向
し
、
ま
た
お
も
に
外
交
工
作
に
よ
っ
て
国
際
社
会
の
承
認
と
支

援
を
取
り
付
け
る
戦
略
を
と
っ
た
。こ
れ
に
た
い
し
、前
述
の
レ
レ
ー

ヴ
ェ
ル
を
理
論
的
指
導
者
と
す
る
中
小
貴
族
層
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

民
衆
派
共
和
派
は
共
和
政
を
標
榜
し
、
民
衆
層
と
提
携
し
つ
つ
武
装

蜂
起
に
訴
え
る
道
を
模
索
し
て
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
学
史
の
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
に
属
す
る
カ
ロ
ル
・
ホ
フ
マ
ン

の
君
主
政
史
観
に
た
い
し
て
レ
レ
ー
ヴ
ェ
ル
の
共
和
主
義
史
観
が
対

置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
民
史
叙
述
の
基
本
を
確
立
し

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
の
路
線
も
終

始
一
貫
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
民
衆
派
共
和
派
に
対
抗
す
る
た

め
に
、
一
時
期
は
シ
ュ
ラ
フ
タ
を
中
核
と
す
る
蜂
起
路
線
を
掲
げ
る

マ
ウ
リ
ツ
ィ
・
モ
フ
ナ
ツ
キ
と
の
提
携
を
図
っ
て
い
た
事
実
も
明
ら

か
に
さ
れ
る
。

　
本
書
の
副
題
で
あ
る
「
跛
行
す
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
」
と
は
、チ
ャ

ル
ト
リ
ス
キ
派
の
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
言
葉

で
あ
る
と
い
え
る
。
続
く
五
つ
の
章
で
は
、
同
派
に
関
係
し
た
個
別

の
人
物
た
ち
の
思
想
や
行
動
、
国
家
構
想
な
ど
が
焦
点
と
な
る
。
第

五
章
「
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
と
カ
ロ
ル
・
ホ
フ
マ
ン
の
歴
史
研
究
」
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で
は
、
レ
レ
ー
ヴ
ェ
ル
と
同
じ
く
一
八
三
〇
年
代
の
ロ
マ
ン
主
義
時

代
に
活
動
し
た
歴
史
家
で
あ
る
前
述
の
ホ
フ
マ
ン
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
彼
は
、
封
建
的
身
分
で
あ
る
シ
ュ
ラ
フ
タ
の
独
占
的
支
配
体
制

こ
そ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
混
乱
と
衰
退
を
招
い
た
と
考
え
、
シ
ュ
ラ
フ

タ
と
農
民
の
連
合
の
な
か
に
独
立
闘
争
の
主
体
と
し
て
の
姿
を
見

出
す
レ
レ
ー
ヴ
ェ
ル
の
共
和
主
義
史
観
を
否
定
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
な
お
未
発
達
で
あ
っ
た
都
市
住
民
層
が
成
熟

し
、
王
権
を
支
え
つ
つ
自
由
主
義
改
革
と
経
済
的
発
展
を
推
し
進
め

て
い
く
西
欧
的
な
立
憲
君
主
政
を
評
価
し
た
。
著
者
は
、
こ
の
ホ
フ

マ
ン
に
代
表
さ
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
君
主
政
史
観
に
つ
い
て
、
亡
命

地
フ
ラ
ン
ス
の
七
月
王
政
下
と
い
う
国
際
環
境
の
な
か
で
展
開
さ
れ

た
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
の
政
治
運
動
の
な
か
か
ら
成
熟
し
た
も
の
で

あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

　
第
六
章
～
第
九
章
で
は
、ア
ダ
ム
公
の
外
交
政
策
の
一
環
と
し
て
、

当
時
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
で
あ
っ
た
南
東
欧
を
舞
台
に
、
一
八
四
〇
年

代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
様
々
な
工
作
活
動
に
従
事
し
た
人
々
の

事
跡
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
か
れ
ら
の
活
動
の
内
容
と
方
向
性
は

多
様
で
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
の
は
、
南
東
欧
を
め
ぐ
る

ロ
シ
ア
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
対
立
関
係
を
利
用
し
、
後
者
と
提
携
を

図
る
こ
と
で
同
地
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア
支
配
の
除
去
を
目
指
し
た

点
、
ま
た
そ
の
後
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
国
家
的
再
編
の
青
写
真
と
し

て
、
共
通
の
立
憲
君
主
を
戴
く
諸
民
族
か
ら
な
る
連
邦
国
家
を
構
想

し
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
の
概
要
は
第
六
章
「
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

の
東
方
バ
ル
カ
ン
政
策
」
で
示
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
チ
ャ
ル
ト
リ

ス
キ
派
の
東
方
政
策
と
の
関
連
で
生
み
出
さ
れ
た
様
々
な
連
邦
構
想

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、オ
ス
マ
ン
帝
国
領
に
お
け
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
工
作
員
グ
ル
ー
プ
「
東
方
機
関
」
を
統
括
し
て
い
た
ミ
ハ

ウ
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
に
よ
る
、
ア
ダ
ム
公
を
国
王
と
す
る
ポ
ー
ラ

ン
ド
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
連
邦
構
想
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
に
近
い
フ
ラ

ン
ス
人
ス
ラ
ヴ
学
者
で
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
を
務

め
た
シ
プ
リ
ア
ン
・
ロ
ベ
ー
ル
に
よ
る
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
盟
主
と

し
中
欧
や
バ
ル
カ
ン
の
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
を
含
む
ス
ラ
ヴ
連
邦
構
想
、

一
八
四
八
年
革
命
の
過
程
で
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
革

命
派
と
の
連
携
が
図
ら
れ
る
な
か
で
浮
上
し
た
、
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
ド
ナ
ウ
連
邦
構
想
な
ど
で
あ
る
。
そ

の
後
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
連
邦
構
想
は
い
ず
れ

も
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
自
体
が
、
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
す
る
時
代
状
況
や
国
際
関
係
に
即
応
し
つ
つ
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
政
治
的
独
立
の
回
復
と
い
う
最
終
目
標
に
向
け
て
様
々
な
国

家
再
編
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
の
足
跡
を
如

実
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、そ
れ
ら
は
ま
さ
に「
跛

行
す
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
」
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。

　
続
く
第
七
章
「
ミ
ハ
ウ
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
思
想
」
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で
は
、前
述
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
の
事
跡
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
は
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
の
ポ
ド
レ
地
方
（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ

西
部
）
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
出
身
で
あ
っ
た
が
、祖
先
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
ザ

ポ
ロ
ー
ジ
ェ
）・
コ
サ
ッ
ク
の
首
長
が
い
た
こ
と
か
ら
、
コ
サ
ッ
ク

に
体
現
さ
れ
る
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
社
会
」
の
固
有
性
を
主
張
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
権
の
下
で

連
邦
国
家
の
一
部
を
構
成
す
る
と
い
う
構
想
を
抱
い
て
い
た
。
チ
ャ

ル
ト
リ
ス
キ
派
の
東
方
政
策
に
協
力
す
る
べ
く
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の

有
力
者
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
は
、
ロ
シ
ア
と

オ
ス
マ
ン
と
の
あ
い
だ
で
開
始
さ
れ
た
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
さ
い
し
、

オ
ス
マ
ン
領
内
の
コ
サ
ッ
ク
や
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
な
ど
か
ら
な
る

コ
サ
ッ
ク
連
隊
を
編
成
し
た
。
し
か
し
や
が
て
ム
ス
リ
ム
に
改
宗
し

た
の
を
機
に
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
か
ら
離
れ
、
最
終
的
に
は
ロ
シ
ア

皇
帝
に
臣
従
す
る
と
い
う
数
奇
な
生
涯
を
送
っ
た
。

　
第
八
章
「〝
ロ
シ
ア
人
は
ス
ラ
ヴ
人
に
あ
ら
ず
〟
―
―
フ
ラ
ン
チ

シ
ェ
ク
・
ド
ゥ
ヒ
ン
ス
キ
の
人
種
理
論
」
で
は
、
反
ロ
シ
ア
の
立
場

か
ら
特
異
な
人
種
理
論
を
展
開
し
た
ド
ゥ
ヒ
ン
ス
キ
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
る
。
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
同
様
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
シ
ュ
ラ
フ
タ
家
系

の
出
身
で
あ
る
ド
ゥ
ヒ
ン
ス
キ
は
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
の
路
線
に

従
い
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
な
ど
を
強
力
な
王
権
の
下

に
糾
合
す
る
ス
ラ
ヴ
連
邦
構
想
を
唱
え
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
な
か

で
、
宗
教
観
や
法
体
系
な
ど
を
根
拠
と
し
つ
つ
、
ロ
シ
ア
人
は
ス
ラ

ヴ
系
に
は
属
さ
ず
、
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ
ル
や
タ
タ
ー
ル
・
モ
ン
ゴ
ル
の

血
を
引
く
野
蛮
な
ア
ジ
ア
系
人
種
で
あ
る
と
す
る
理
論
を
打
ち
出
し

た
。
こ
の
主
張
に
は
、
南
東
欧
の
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
に
た
い
す
る
支
配

を
正
当
化
す
る
ロ
シ
ア
の
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
へ
の
対
抗
と
い
う
側
面
が

あ
っ
た
が
、
著
者
は
ド
ゥ
ヒ
ン
ス
キ
の
こ
の
人
種
主
義
が
、
の
ち
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
主
義
に
み
ら
れ
る
極
端
な
排
外
性
に
影
響
を
与
え

た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
九
章
「
ト
ル
コ
・
ア
ー
リ
ア
主
義
―
―
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
・
ボ

ジ
ェ
ン
ツ
キ
の
政
治
思
想
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ボ
ジ
ェ
ン
ツ
キ

は
、
本
書
に
登
場
す
る
個
性
豊
か
な
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
な
か
で

も
、
お
そ
ら
く
最
も
異
色
の
存
在
で
あ
る
。
彼
は
ロ
シ
ア
領
ポ
ー
ラ

ン
ド
西
部
の
小
地
主
の
出
身
で
あ
り
、
一
八
四
八
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン

領
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
ポ
ズ
ナ
ン
大
公
国
）
で
発
生
し
た
蜂
起
に
参
加
し

た
の
ち
、
フ
ラ
ン
ス
亡
命
を
経
て
東
方
機
関
の
工
作
員
と
な
っ
た
。

そ
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
の
将
校
と
し
て
ク
リ
ミ
ア
戦
争
等
で
活
躍

す
る
う
ち
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
の
大
義
よ
り
も
オ
ス
マ
ン
帝
国
そ

の
も
の
に
忠
誠
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
ム
ス
リ
ム
に
改
宗
し
て
ト

ル
コ
・
ア
ー
リ
ア
主
義
と
い
う
思
想
を
掲
げ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、

宗
教
的
に
は
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
な
が
ら
人
種
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

と
同
じ
ア
ー
リ
ア
人
で
あ
り
、
か
つ
ト
ル
コ
語
を
話
す
民
族
集
団
で

も
あ
る
ト
ル
コ
人
の
み
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
政
治
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
た

り
う
る
と
す
る
考
え
で
あ
り
、
宗
教
や
出
自
に
か
か
わ
り
な
く
帝
国
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へ
の
帰
属
意
識
と
王
朝
へ
の
忠
誠
心
を
有
す
る
市
民
の
創
造
を
目
指

す
オ
ス
マ
ン
主
義
や
、
宗
教
の
み
に
根
差
し
た
ム
ス
リ
ム
共
同
体
理

念
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
ボ
ジ
ェ
ン
ツ
キ
の
思

想
が
、
の
ち
の
青
年
ト
ル
コ
党
や
ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
に
み
ら

れ
る
近
代
的
ト
ル
コ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
先
駆
け
を
な
し
た
と
さ

れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
展
し
た
言
語
・
文
化
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

を
ト
ル
コ
に
輸
入
す
る
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
も
と
は
亡
命
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
で
あ
っ
た
ボ
ジ
ェ
ン
ツ
キ
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
は
興
味

深
い
も
の
が
あ
る
。

　
こ
れ
に
続
く
三
つ
の
章
で
は
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
と
対
抗
関
係

に
あ
っ
た
民
衆
派
共
和
派
に
属
す
る
人
物
た
ち
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
本
書
の
主
題
か
ら
は
や
や
外
れ
て
は
い
る
が
、
し

か
し
そ
れ
と
の
対
比
に
お
い
て
、
多
彩
な
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
社
会

の
全
体
像
を
捉
え
る
う
え
で
不
可
欠
な
部
分
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
第

一
〇
章
で
は
、
近
代
的
な
民
主
主
義
理
念
を
伝
統
的
な
シ
ュ
ラ
フ
タ

愛
国
主
義
と
結
び
つ
け
、
共
和
主
義
的
な
愛
国
主
義
を
掲
げ
た
民
衆

派
共
和
派
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
ミ
エ
ロ
ス
ワ
フ

ス
キ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
続
く
第
一
一
章
で
は
、
当
初
は
農
民
解

放
に
よ
る
社
会
革
命
と
蜂
起
路
線
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
再
建
を
訴
え

て
い
た
も
の
の
、
の
ち
に
一
転
し
て
ロ
シ
ア
と
の
宥
和
を
説
く
至
っ

た
ヘ
ン
リ
ク
・
カ
ミ
ェ
ン
ス
キ
の
思
想
遍
歴
が
主
題
と
な
る
。
さ
ら

に
第
一
二
章
で
は
、
や
は
り
社
会
革
命
を
志
向
し
て
ロ
シ
ア
・
ジ
ャ

コ
バ
ン
派
と
関
係
を
も
ち
、
ま
た
ピ
ウ
ス
ツ
キ
率
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

社
会
党
革
命
派
の
結
成
に
も
関
与
し
た
カ
ス
ペ
ル
・
ミ
ハ
ウ
・
ト
ゥ
ー

ル
ス
キ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。著
者
に
よ
れ
ば
、一
九
世
紀
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
共
和
主
義
の
伝
統
は
、
ト
ゥ
ー
ル
ス
キ
を
介
し
て
ポ
ー
ラ

ン
ド
社
会
党
革
命
派
に
伝
授
さ
れ
、
の
ち
の
第
二
共
和
政
の
誕
生
に

連
な
っ
て
い
く
と
さ
れ
る
。

　
民
衆
派
共
和
派
が
掲
げ
た
農
民
解
放
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
独
立
回
復

運
動
の
社
会
的
基
盤
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
立
場
を
取
る
に
せ
よ
避
け
ら
れ
な
い
論
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
続

く
二
つ
の
章
は
、
農
民
解
放
に
か
ん
す
る
穏
健
改
革
派
の
議
論
の
検

証
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
第
一
三
章
「
有
機
的
労
働
論
―
―
農

民
解
放
を
め
ぐ
る
論
争
か
ら
」
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
近
代
史
学
に
お

い
て
蜂
起
路
線
の
対
極
に
あ
る
と
さ
れ
る
「
有
機
的
労
働
」
を
め
ぐ

る
議
論
が
紹
介
さ
れ
る
。
有
機
的
労
働
論
と
は
、
蜂
起
を
は
じ
め
と

す
る
性
急
な
武
装
闘
争
に
訴
え
る
代
わ
り
に
、
経
済
活
動
や
教
育
・

文
化
活
動
を
通
じ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
発
展
を
平
和
裡
に
実
現
し

て
い
く
こ
と
で
、
将
来
的
な
自
立
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
考
え

を
指
す
。
農
民
を
領
主
に
た
い
す
る
隷
属
状
態
か
ら
解
放
し
、
土
地

を
与
え
て
「
市
民
」
の
地
位
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
そ
の
前
提
と

な
る
べ
き
措
置
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
民
衆
派
共
和
派
の

み
な
ら
ず
、
蜂
起
路
線
を
否
定
し
穏
健
で
漸
進
的
な
改
革
路
線
を
追

求
す
る
有
機
的
労
働
論
者
に
と
っ
て
も
、
農
民
解
放
は
喫
緊
の
課
題
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で
あ
っ
た
。
一
八
五
七
年
に
設
立
さ
れ
た
「
農
業
協
会
」
は
、
お
も

に
大
土
地
所
有
貴
族
か
ら
な
る
穏
健
改
革
派
を
代
表
す
る
機
関
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
農
民
解
放
の
方
針
が
議
論
さ
れ
た
が
、
解
放
は
有
償

と
さ
れ
、
賦
役
領
主
制
も
当
面
は
維
持
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
内
容
は

概
し
て
地
主
貴
族
に
有
利
な
も
の
で
あ
っ
た
。
続
く
第
一
四
章
「
歴

史
は
生
活
の
師
―
―
道
化
師
た
ち
の
精
神
的
指
導
者
ヴ
ァ
レ
リ
ン
・

カ
リ
ン
カ
」
で
は
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
に
属
し
た
歴
史
家
で
、
前

述
の
ク
ラ
ク
フ
歴
史
学
派
の
創
始
者
と
な
っ
た
カ
リ
ン
カ
の
農
民
解

放
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
地
主
貴
族
と
農
民
が
互
い
に

協
力
し
つ
つ
、
前
者
が
主
導
す
る
形
で
有
償
の
農
民
解
放
を
進
め
る

こ
と
で
、
有
機
的
労
働
と
自
立
し
た
農
民
経
営
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

市
民
＝
国
民
意
識
の
形
成
が
進
展
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
カ

リ
ン
カ
の
こ
の
主
張
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝
の
下
で
実
質
的
な
自

治
を
享
受
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ポ
ー
ラ
ン
ド（
ガ
リ
ツ
ィ
ア
）

の
保
守
主
義
グ
ル
ー
プ
「
道
化
師
た
ち
」
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
以
上
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
派
を
中
心
に
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
足

跡
を
辿
っ
て
き
た
著
者
は
、
終
章
「
世
界
史
に
連
動
す
る
ネ
イ
シ
ョ

ン
形
成
」
に
お
い
て
、
本
書
の
叙
述
を
貫
く
テ
ー
マ
で
あ
る
「
跛
行

す
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
著

者
に
よ
れ
ば
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
は
一
律
に
進
行
す
る
も
の
で
は
な

い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
、そ
れ
は
「
跛
行
的
で
あ
る
ゆ
え
に
、（
…
）

様
々
な
連
邦
制
や
国
家
連
合
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
解
決
が
模

索
さ
れ
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
大
国
・
列
強
の
帝
国
的
再
編
に
身
を

委
ね
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
」（
三
五
八
頁
）
と
い
う
。
本
稿
で
は
そ

の
概
要
を
紹
介
し
て
き
た
の
だ
が
、
以
下
で
は
あ
ら
た
め
て
、
著
者

が
こ
の
問
題
に
着
目
し
つ
つ
叙
述
を
展
開
し
た
こ
と
の
意
義
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

　
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
に
か
ん
す
る
著
者
の
理
論
的
前
提
は
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
に
定
着
し
た
い
わ
ゆ
る
構
築
主
義
を
踏
ま
え
た

も
の
で
は
な
く
、
近
代
以
前
に
存
在
し
た
「
民
族
集
団
」
が
一
定
の

歴
史
的
段
階
に
お
い
て
近
代
的
な
「
政
治
国
民
」
に
成
熟
し
て
い
く

と
い
う
、
一
種
の
古
典
的
見
解
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
（
七
七
頁
）。

た
だ
し
近
年
で
は
、
構
築
主
義
に
立
つ
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
論
で
さ
え

も
、
最
終
的
に
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
特
定
の
形
態
を
伴
い
つ
つ
完
成
体

に
至
る
と
い
う
、
直
線
的
・
目
的
論
的
な
発
展
モ
デ
ル
に
な
お
も
依

拠
し
て
い
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ネ
イ
シ
ョ

ン
形
成
の
方
向
性
は
け
っ
し
て
定
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
時

点
を
切
り
取
っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
様
々
な
方
向
に
展
開
し
う
る

可
能
性
が
常
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
捨
象
す
べ
き
で
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
著
者
が
チ
ャ

ル
ト
リ
ス
キ
派
の
多
様
な
国
家
構
想
に
着
目
し
、
そ
の
な
か
に
時
代

状
況
に
応
じ
た
ネ
イ
シ
ョ
ン
形
成
の
「
跛
行
性
」
を
見
出
し
た
こ
と

の
意
義
は
殊
に
大
き
く
、
ま
た
そ
こ
に
本
書
の
表
題
で
あ
る
「
近
代

ポ
ー
ラ
ン
ド
史
の
固
有
性
と
普
遍
性
」
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
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史
苑
（
第
八
一
巻
第
二
号
）

る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
に
あ

り
が
ち
な
こ
と
だ
が
）理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
入
る
の
で
は
な
く
、

数
多
く
の
史
料
を
分
析
し
比
較
す
る
と
い
う
地
道
な
作
業
を
通
じ
て

右
の
見
解
に
達
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
姿
勢
は
歴
史
研
究
者
と
し
て

大
い
に
見
習
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
福
井
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

※
追
記

　
著
者
の
早
坂
眞
理
氏
は
、
昨
年
（
二
〇
二
〇
年
）
一
二
月
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
本
稿

を
も
っ
て
そ
の
業
績
を
偲
ぶ
一
助
と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。


